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詩篇119篇17〜24節 

 

17 あなたのしもべを豊かにあしらい、私を生かし、私があなたのことばを守るようにしてください。 

18 私の目を開いてください。私が、あなたのみおしえのうちにある奇しいことに目を留めるように

してください。 

19 私は地では旅人です。あなたの仰せを私に隠さないでください。 

20 私のたましいは、いつもあなたのさばきを慕い、砕かれています。 

21 あなたは、あなたの仰せから迷い出る高ぶる者、のろわるべき者をお叱りになります。 

22 どうか、私から、そしりとさげすみとを取り去ってください。私はあなたのさとしを守っているから

です。 

23 たとい君主たちが座して、私に敵対して語り合ってもあなたのしもべはあなたのおきてに思い

を潜めます。 

24 まことに、あなたのさとしは私の喜び、私の相談相手です。 

 

׃ (רֶֽבָדְ 	 הרָמְשְׁאֶוְ 	 היֶחְאֶֽ 	 (דְּבְעַ ־ לעַֽ 	 למֹ  גְּ
׃ (תֶֽרָוֹתּמִ 	 תוֹאלָפְנִ 	 הטָיבִּאַוְ 	 ינַיעֵ  גַּל־

׃ (יתֶֽוֹצְמִ 	 ינִּמֶּמִ 	 רתֵּסְתַּ ־ לאַ 	 ץרֶאָבָ 	 יכִנֹאָ  גֵּר	
׃ תעֵֽ ־ לכָבְ 	 (יטֶפָּשְׁמִ ־ לאֶֽ 	 הבָאֲתַלְ 	 ישִׁפְנַ 	 הסָרְ  גָּ

׃ (יתֶֽוֹצְמִּמִ 	 םיגִשֹּׁהַ 	 םירִוּראֲ 	 םידִזֵ 	 תָּרְעַ  גָּ
׃ יתִּרְצָֽנָ 	 (יתֶדֹעֵ 	 יכִּ 	 זוּבוָ 	 הפָּרְחֶ 	 ילַעָמֵֽ  גַּל	

׃ (יקֶּֽחֻבְּ חַישִׂיָ  	 (דְּבְעַ 	 וּרבָּדְנִ 	 יבִּ 	 םירִשָׂ 	 וּבשְׁיָֽ  גַּם	
׃ יתִֽצָעֲ 	 ישֵׁנְאַ 	 יעָשֻׁעֲשַׁ 	 (יתֶדֹעֵ  גַּֽם־

 

今日はヘブル語アルファベットの第三字「ギメル」を文頭に置いた八行を見てまいりま

す。まずは用語の説明から。 

 

「 למַגָּ ／ガーマル」…「十分な扱いをする」「賠償金を支払う」「報酬を支払う」 

「 הלָגָּ ／ガーラー」…「覆いを取り除く」「引っ越す」「自身を現す」 

「 רגָּ ／ガール」…「一時的な滞在」「居留」 

「 סרַגָּ ／ガーラス」…「壊される」「破壊される」 

「 רעַגָּ ／ガーアル」…「叱る」「戒める」「堕落させる」 

「 ללַגָּ ／ガーラル」…「転がして行く」→「取り去る」 

「 םגַּ ／ガム」…「また」「でさえ」「確かに」「さらに」 

 

各節に登場する「ことば」「みおしえ」「仰せ」「さばき」「さとし」という言葉がいずれも主

の律法を指すということは、繰り返す必要もないでしょう。 
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詩人は自分がその律法を破りうる存在であることを深く自覚していましたので、「私が

…守るようにしてください」（17 節）と主の助けを求めているのです。彼の思いはすべての罪

人に理解されるはずです。私たちは「分かっていながら従わない」ということをいつでも

やりがちだからです。 

また、詩人は「私の目を開いてください」（18 節）と、自分の「霊の眼」が閉ざされた状

態にあることを望みません。「あなたのみおしえのうちにある奇しいことに目を留めるように」

（18 節）ともあるように、聖書の読者はそこに書かれているところの字面だけをなぞるこ

ともできれば、そこから福音を聞き取ることもできるのです。多くの宝が隠されているは

ずの聖書をどう読むか、それは技術以前に、御霊によって心が開かれるかどうかにかかっ

ています。 

「私は地では旅人です」（19 節）と述べるところに、詩人が自分の人生を束の間のもの

と認識していたことが窺えます。人はこの世に生まれてくるかぎり、定められた法の下で

生きていかなくてはなりません。その法を学んでいなくては、知らずして罪を犯している

こともあるでしょう。それと同時に、更に高次における「神の法」の下で生きているとい

うことも忘れてはなりません。神の法は人の法の上にあり、それを学ぶことで生きるべき

指針が示されるからです。 

「あなたのさばきを慕い、砕かれています」（20 節）、「高ぶる者、のろわるべき者をお叱りに

なります」（21 節）、「そしりとさげすみとを取り去ってください」（22 節）、「たとい君主たちが座し

て、私に敵対して語り合っても」（23 節）と四つの節の内容から、詩人がこの時に何らかの苦

しみに遭っていたことが読み取れます。誰かから理不尽な要求を突きつけられていたか、

裁判の過程にあったか。地上にあってどんなに得をしても、最終的な審判者の御前に正し

い存在でなければ、既に「のろわるべき者」になってしまっているかもしれません。畏れ

るべき方はいつでも神であり、この方のよしとされる道を常に探し求めたい。 

最後に詩人は主を「私の相談相手」（24 節）と呼んでいます（聖書協会共同訳では「私

の良き助言者」）。御言葉を読んで福音の宝を見出し、祈りによって今日どのように行動す

べきかを示していただく。このことを私たちは毎日繰り返して行く必要があります。そし

て、ただ聞いて終わることなく、御言葉を行なう人になりたいと思います。 

御言葉を行う人になりなさい。自分を欺いて、ただ聞くだけの人であってはなりません。 

（ヤコブ 1:22） 


